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（概要） 

 長寿命核種や発熱性核種のマイナーアクチノイドを分離回収する抽出クロマトグラフィの技術

開発の一環として、圧力損失低減に寄与する大粒径吸着材の安全性評価を行った。0.01 M 硝酸溶液

に浸漬したHONTA含浸吸着材をγ線照射した際に生成する主要な劣化物はアルデヒドの誘導体であ

り、吸収線量に応じて、劣化物の分子構造はより複雑になった。 
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１．目的 

 抽出クロマトグラフィの技術開発で課題とされていた圧力損失を低減

させる大粒径吸着材の製造に成功し、マイナーアクチノイド回収用 HONTA

抽出剤[1]を含浸させた吸着材の性能評価を行っている。図 1 に HONTA の

分子構造を示す。本試験においては、酸への浸漬及びγ線照射により生成

する吸着材劣化物の分子構造を推定するとともに、吸収線量に応じた劣化

物の生成挙動を調査した。 

                      

２．実施方法 

 0.01 M硝酸溶液に浸漬させたHONTA含浸吸着材をCo60照射施設2セルに設置し、γ線を照射した。所定

吸収線量に到達後、劣化吸着材をアセトンで超音波洗浄して得られる有機物をGC/MS分析に供した。図１に

示すHONTA抽出剤の分子構造と質量スペクトルのパターンから劣化物の分子構造を推定した。 

 

３．結果及び考察、今後の展開等 

 図 2 に 0.01 M 硝酸溶液への浸漬及びγ線照射によっ

て生成した吸着材劣化物のクロマトグラムを示す。*で

示すピークは吸着材調製時の残留溶媒であるため、劣化

物評価からは除外する。表１に質量スペクトルのパター

ンから推定された劣化物の分子構造を示す。No.2のアル

デヒド誘導体が顕著に生成されていることから、γ線に

よるカルボニル炭素とα炭素の切断が予想される。ま

た、γ線の吸収線量に応じて、より複雑な分子構造を

有する劣化物の生成が示唆された。 

 今後、各劣化物を単離し、分子構造を決定するととも 

に、定量評価によって生成挙動をG値として整理する。 

 なお、本研究成果は、令和元年度文科省 国家課題対 

応型研究開発推進事業 原子力システム研究開発事業

「合理的な MA 回収工程の構築に向けた溶媒抽出／低圧

損抽出クロマトグラフィを組み合わせたハイブリッド

型プロセスの開発」による成果の一部である。 
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図１ HONTAの分子構造 

図2 吸着材劣化物のクロマトグラム 

表1 吸着材劣化物の推定分子構造 


